























































ために，本研究では以下の 2 つの研究課題を設定した．1) プル局面およびキャッチ局

















から 10 kg間隔で付加重量を増加させ，80 kgからは 5 kg間隔で付加重量を増加させ
るクリーンを行わせた．そして，個人が発揮したキネティクスの大きさに着目して，付
加重量と地面反力および下肢 3 関節における力およびパワー発揮能力との関係につい
て検討した．全被験者の平均値をみると，付加重量の増加に伴って地面反力や下肢 3関
節のキネティクスについては増大することが認められた．各付加重量における地面反力
と下肢 3関節の関係について検討した結果，ほぼ全ての付加重量において地面反力と股
関節トルクとの間に有意な正の相関関係が認められた．これらの結果を考慮して，本研
究では地面反力と股関節トルクに着目して検討した．その結果，個別にみると付加重量
の増加に伴って地面反力や股関節トルクの増大の仕方には個人によって異なっている
ことが認められた．これに加えて，同じ付加重量を用いているにも関わらず，発揮され
た地面反力や股関節トルクの大きさは個人によって大きく異なっていること，最大挙上
重量を用いたからといって必ずしも大きな地面反力や股関節トルクが発揮できるとは
限らないことが認められた．以上のことから，クリーンを行う際には単に付加重量を重
くし，その重さを挙上することができたか，もしくはできなかったかを判断するだけで
はなく，挙上動作の素早さに注目する必要があると考えられる． 
本研究の結果から，クリーンのプル局面とキャッチ局面とでは負荷特性が異なること，
主要なプル局面では力発揮の大きさが個人によって大きく異なる可能性のあることが
示唆された．本研究で得られた知見は，競技者や指導者が，ウェイトトレーニング手段
としてクリーンを用いる際に有益なものとなる． 
